
 

 

 

 

 

 

 

 

 

年間聖句  見よ、新しいことをわたしは行う。今や、それは芽生えている。  イザヤ書４３章１９節  

11月の聖句 同じ愛を抱き、心を合わせ、思いを一つにして  フィリピの信徒への手紙２章２節 

 

 

紅葉前線も昨年度より 1週間程度遅れているようですが、次第に朝晩の温度も下がり始め紅葉の時期と

なり、秋本番を迎えました。 

本年度のプレイデイは台風や雨により中止となってしまい、残念ながら乳児クラスのプレイデイは中止と

なってしまいました。しかし、10月 30日元加賀公園にて幼児クラスのみとなってしまいましたが「プレイデイ

ごっこ」を実施することが出来ました。いつもと違う環境の中で、プレイデイごっこを実施することとなり少し

心配はしましたが、こども達は精一杯の力を発揮し、素晴らしい姿を見せてくれました。また、ろば・はとさ

んのリレーでは顔を引きつりながらもすごい勢いでは走り抜けバトンを渡していました。素晴らしいこども達

の姿に大きな声援を送りたく思いました。 

11月 3日の祝日ですが、さんいく保育園清澄白河・有明と合同で恒例となった「さんいく保育園子育て

支援講演会」を東京ＹＭＣＡ社会体育保育専門学校の会場をお借りし実施いたしました。講師の先生に

は、井上さく子先生をお招きし「ぜんぶ子どもが教えてくれる･･･」と題し講演を伺いました。子どもたちの行

動には様々なヒントが隠されており、子どもに対し「指示や命令、否定的なことば掛け」等に注意を払うこと、

子どもの行動のひとつひとつをしっかり見ていく事の重要性、また、同時にその時の行動をしっかり見るこ

とにより成長過程を知ることが出来ることなどのお話しをお伺いできました。成長過程にあって、３歳までに

獲得すべき心の成長や体験の獲得によって、乱暴な子どもに育ててしまうこと。先生は、忘れ物と言う表現

を使い、忘れ物をしていないかを確認することの必要性もお話されました。大変興味深いお話であり、保

育園としても実践をしていきたいものです。 

11月から 12月に掛け保育園では収穫感謝祭、アドベント、クリスマス礼拝、降誕劇など多くの行事を行っ

て参ります。一人ひとりの持っているタラントは違いますが、この時期ならではのこども達の心の成長が伺

える時期となります。成長を祝い一人ひとりの持ち合わせている個性から生まれる物を大切にしたいと思

います。 

 さんいく保育園清澄白河 園長  栗田  茂 
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◆11 月の各組の目標

ひよこ 
1.散歩や戸外遊びで秋の自然に触れ興味を持って遊ぶ。 

2.指差しや喃語、一語文などで見たものや木の地を表現しながら保育者や友達とのやり取りを楽しむ。 

 

あひる 

1.一日の気温差に留意して衣服の調整をするなど、健康に過ごせるよにする。 

2.秋の自然に興味を持ったり触れたりしとぇ、保育者や友だちと体を動かし、遊びを楽しむ。 

3.さりげない保育者の介助で「自分で」の子どもの気持ちを尊重しながら、簡単なもの回りのことをやってみ 

ようとする。 

うさぎ 
1.散歩、制作、食事などで、秋の季節に親しむ。 

2.保育者や友だちと一緒に、全身を使ってのびのび遊ぶ。 

ひつじ 
1.保育者や友だちと一緒に生活することを楽しみ話したり、聞いたり解決しょうとしたかかわりを深める。 

2.戸外で積極的に身体を動かし季節の移り変わりを感じる。 

ろ ば 
1.生活習慣の大切さを知り、快適に過ごそうとする。 

2.一人ひとりが自分の思いや考え、イメージをもってのびのびと表現する楽しさを味わう。 

は と 
1.秋から冬へと移り変わる季節の変化に気づき、心を動かしたり表現するおもしろさを味わったりする。 

2.自分の考えを相手に伝えたり、相手の話を聞きながら、活動を進めていく楽しさを味わう。 
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※クリスマス会開催のご案内 

 保育園では、１２月７日（土）にクリスマス会を予定しております。 

昨年度は、時間を変え乳児クラスと幼児クラスにて個別のクリスマス集いを持ち共にお祝いをさせて戴きました。 

のち、乳児は乳児クラス全体で劇を行い保護者の方々と共に劇を観覧しお祝いを致しました。幼児クラスも同様に、

ペイジェント（イエス・キリストの降誕劇）や各クラスでの劇を行い園児ひとりひとりの成長を保護者の方々と共に

お祝いをいたしました。本年度は、時間差を持って乳児クラスや幼児クラスでのクリスマス集会を持ちますが、集会

後、幼児クラスは従来通りペイジェントを行います。乳児クラスは、ひよこ・あひる・うさぎクラスにそれぞれ別か

れクラス毎で交わりを持ちたいと思います。形式は変わりますが、共にクリスマスをお祝いし成長を喜ぶ合う機会と

なります。皆様方のご協力をお願いします。 

※クラス懇談会実施のご案内 

年間行事予定表には記載がございませんが、２０２０年２月に幼児クラスの保護者懇談会を計画しております。 

保護者の皆様におかれましては、以下の日程となりますのでご参加をお願い申し上げます。 

２０２０年２月１２日（水） ひつじクラス 

２０２０年２月１３日（木） ろ ばクラス 

２０２０年２月１４日（金） は とクラス 

いずれの懇談会も平日となりますが、時間は１７時３０分から１８時３０分までの１時間を予定しております。 

この時期、ご多忙の折とは存じますが皆様方のご参加をお願い申し上げます。 

 

※ 11月の行事予定等については、クラスだより及び年間行事予定をご覧ください。 

 

 

 

 

「クリスマス物語集」本のご紹介 

 クリスマスシーズンがまもなくやってきますが、世界には数多くのクリスマス物語があります。クリスマスの伝説・

童話・詩の中から親しまれている14編が掲載されている本を紹介しいたします。この本は小学生から大人までが対象の

本ですが、読み聞かせの本としても最適な本だと思います。また、この本は全国学校図書館協議会指定され、いつまで

も残したいの基本図書です。是非、お子様に一度読み聞かせをしてあげて欲しい本です。 

書名「クリスマス物語集」、翻訳者：中村妙子 発行所：株式会社偕成社 

 


